
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイオキシン類の発生を抑制

するため、次の条件で完全燃

焼します。 

・焼却温度 850℃以上  

・燃焼ガスを２秒以上滞留  

・ＣＯ濃度 100ppm 以下  

安定燃焼させる

ために、ごみクレ

ーンによりごみを

よく混ぜてごみ質

を均質化します。 

排ガス温度を急速に 200℃未満に

冷却し、ダイオキシン類の再合成を

防止します。(250～400℃でダイオキ

シン類が再合成しやすいため。) 

排ガス中の有害物質

をろ布でこして高効率

に除去します。 

（図はイメージです。） 
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